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第 ｖ 報 漁具資材の汚染防 除 に つ い て

金森政治°黒木敏郎・盛田友尤・田ノ上豊隆

Ｖ・OntheTreatmentstodecreasetheRadio-activityof
FishingGearMaterialscontaminated

MKANA班CRI，Ｔ、KuRoKI，Ｔ・ＭｏＲｒｒＡａｎｄＴ・ＴＡＮｏｕＥ

緒 言

引きつづく米ソ両国の原水爆実験よって地球上の高層気流は甚しく汚染され，時食の降雨に

よっては著しい放射能を帯びていることがあると言われる．一方叉太平洋海域に於ける英米両

国の水爆実験では，我が国の遠洋漁業が実施されるあたりの海水を汚染したものと考えられる

ので，操業中海水。降雨・波しぶきなどにより漁具や船体が汚染されることを予想せねばなら

ない．漁具などが一旦汚染されたならば之を出来るだけ早く処理し放射能による被害から乗組

員や漁獲物を守る事は喫緊の肝要事とも称せらるべきであろう．そこで，その方途を求めるた

め昭和30年末より同31年に亘り筆者等はロープ・網などの漁具資材数種を強弱２級に人工

汚染し，これを海水。薬液等で洗樵してどの程度迄放射能を低下せしめ得るか実験してみた．

殆ど予想に近い結果を得たのであるが，汚染漁具資材に関する放射能減弱低下の量的な度合に

関しては未だ他に報告を見ないので敢えてこ』､に一報とした．漁具汚染による被害の対策一助

ともなれば幸である．

実験の材料と実験方法

対象資料：対象の漁具資材としては第１表に示すようなロープ・網その他８種13点を選ん

だ．供試片としては長さ５cｍ（画一プ類）又は３ｃｍ平方（網・板類）程度に切断して次の

ような方法で汚染した資材から採取する訳である.鞭

汚染：汚染すべき原液は米国Ａ､Ｅ､Ｃ、より得たFissionproductslmc/ｃｃである‘これ

を強弱二通りの液として資材に浸み込ませる．

〔強〕一上記の原液0.7ｃｃを1,500倍に稀釈したもの約１Ｊ中へ約50分間各資料を浸

漬し之を数回振塗する．

〔弱〕一上記の強汚染処理後の残液を更に稀釈して約5,000倍とした溶液約３ノ中に各

資材を２時間30分浸漬する．

本文で強汚染と称する試片は前者を，弱汚染と称するのは後者を呼ぶ事勿論である．

処理：前述のように２級に汚染した各資材を別灸に網袋に入れ室内．屋外・海中などに置

くのであるが，それぞれの処理を本文では下記（）内のように略称することとする．

〔室内〕＠室内にそのま』､で静置するもの……………･…･･…（室内静置）

＠約５日毎（次回測定の前日）に海水で１０分間洗うもの･……．．（海水一回洗）

龍ガラス瓶玉，軽石，陶器沈子，合成樹脂淳子なども汚染したが，計数測定が全く不均一若しくは不可能
だったので本報告には之等の結果を省略する．
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Others

〔屋外〕

〔海中〕
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Table･Materials，contaminatedartificially．

Materials ＳｉｚｅｓｏｒｔｙＰｅｓ Ｒｅｍａｒｋｓ

nｏｄｙｅｉｎｇ

１１匁，ｒｏｐｅ
coal-tardyeing

Cotton

nｏｄｙｅｉｎｇ

5匁，ｒｏｐｅ

coal-tardyeing

１０ｍｍ砂，ｒｏｐｅ nｏｄｙｅｉｎｇ
Ｍａｎｉｌｌａ

pｉｔｈｏｆｌｉｎｅ tｗｉｎｅｄｂｙｃｏｔｔｅｎｔｈｒｅａｄ

nｏｄｙｅｉｎｇ
Ｃｒｅｍｏｎａ １０匁，ｒｏｐｅ

coal-tardyeing

Ｗｉｒｅ pｉｔｈｏｆｌｉｎｅ tｗｉｎｅｄｂｙｃｏｔｔｅｎｔｈｒｅａｄ

20＃’４×３，ｍｅｓｈｌ寸 forgill-net
Cotton

200/17寸，ｆｉｎｅｍｅｓｈ forlarvBe-net

Ｍａｎｉｎａ twine，ｍｅｓｈ３寸 fortrap-net

Ｃｒｅｍｏｎａ 20#､４×3,mesｈ１．５寸 forgill-net

shortｌｏｇ foraoat

Ｗｏｏｄ

woodenplate fｏｒｓｈｉｐｍｅｍｂｅｒ

＠毎日海水で１０分間づつ洗うもの…．．…･…･…,…，（海水連続洗）

＠約５日目毎（次回測定の前日）３％の稀硫酸溶液で洗うもの…（薬液洗）

＠屋外に放置してそのまへ雨や霜にさらすもの……（屋外放置）

＠ブイにとめて波や流れの洗うにまかすもの･…,．…（海中放置）

＠敬天丸操業の合間に船尾より海中へ吊下げるもの．

測定：放射能測定には之等試片を一日間風乾し，科.研製３２型のCounterでマイカ窓より

10ｃｍの距離に試片を横たえて３０秒間数える．試片の裏表で四回之を繰り返して測った平均

値を採る．予備試験の結果,試片を灰化した場合のCountは乾燥物のま』､測ったものより若干

増加するけれども大体両者のcountsは比例的に上下することが判った．タール染ロープなど

発煙甚しくこの煙と共に放射性物質が逸散することも考えられたので灰化せずにむしろ原形の

ま上乾燥（大気中）して計測することに決めたのである．

実1験結果とその考察

Ｆ､Ｐ、溶液に浸漬した試片を之から採り上げて乾燥させる場合,紐に吊るされた試片の姿勢如

何によっては汚染液が偏在したま入乾燥に至る事もあるらしく，同種同型の資材なのに汚染度

の相当異なる部分が生ずる．このため測定値にフレが出来てしまったのは遺憾であるが，それ

でも量的な傾向を次のように略々把握し得た．



た．網類は当初汚染度が大きいけれど８００

も一回の海水洗潅で半分以下に落ちる｡/ｍ

ようである．何れも二回以上の洗樵で６００

は大きな汚染減少を生じない．「夕一２
ﾛ

ﾉﾚ染め」は｢素」よりも汚染され難く，９４００
･

木板など非常に汚染され難いこと力§よ苗
Ｚ

く半Iる．２００

処理別の汚染減弱状況：マニラト：

ワイン３寸目の網の場合を以て第３図０

186

二王日

自然減衰について：室内静置の計測結果で之が判る筈である．汚染の不均一のため不正確

であるが．第１図より計算されるように大
Ｆｉｇ．１．Naturaldecayingofradioactivity体の所２０日間で１３～14％減衰の程度と

ｉｎｔｈｅａｒｔｉ且cialcontamination･

見徹される．１ケ月に直せば約１９～22％ （ofseveralropes,ｌａｉｄｓｔｉｌｌｙｉｎｔｈｅｒｏｏｍ)．

の減衰率となって前報')の値と略煮一致OCottentwine(5匁,ロ。dye;ng）
△ME1nillarDpe（10ｍｍ#，nodyeing）

する．oCottenrope(１，匁,coal､tardyeing）
人CremDnarope（10匁,coal-tardyeing）

漁具別・材料別の汚染程度について：。/、
２５００
口

汚染減弱に関して次に述べるが，こ』､では国４００
０

汚染されることの難易だけにふれる．（数。３００
苗

値については第２図以下の第１回目損ﾘ定値属

を参照されたい.）
１００

漁具ﾘに見れば,「ロープ°」より「網」が，

』
‐
』
』

漁呈別に見れは，｜ローブ」 よ り ｜ 網 」 か ， Ｉ ｍ ｌ ｖ

｢網｣のうちでも結節の多い細目のものがよ （Jan.，（Feb.，（Feb.，（Feb.，
２６th）１st）６th）１１th）

く汚染されることは全く予想される通りで

ある．例えば,室内放置（強）では網類がすべて600c､ｐ．ｍ．以上に汚染されたのにロープ類

は殆ど400ｃ､ｐ．ｍ．以下であった．瓶玉や鉄板等の汚染度が甚だ低かつたのは当然であるとし

ても，多孔質の桐浮子や木板が割に低く数えられたのは意外であった．（匡一ﾌ゚ 類の１/4～1/２

程度,詳細の資料は省略する.）恐らくこれは汚染液中へ浸漬する時間の短か過ぎた事に起因し

ているものであろう．

材料｡別に言えば，「タール染め」のものとそうでない「素」のものとでは予想通り前者が汚

染され難い．「綿」と「クレモナ」とでは後者が多少汚染され難いようであるが顕著な差では

なく測定誤差内に沈む程度である．「麻」はこの両者と比べて非常に汚染され易く，その傾向

は「ロープ」に於てよりも「網」に於て著しい、但し，セキヤマ捲きでは麻芯であるのに予想

外に汚染され難い．ワイヤ芯セキヤマも勿論汚染され難いものの一つであって，之等は恐らく

木片の場合同様浸漬時間の短いため内部迄の浸潤が無かったからであろう．

資材別の汚染減弱状況：一例とし

Ｆｉｇ．２．Decreasingofcountsaboutvarious
て第２図に海水一回洗（次の測定の前

materials，contaminatedartificially･
日に一回だけ１０分間海水で洗う）処

（Thecaseofwashingoncebefore

理法での漁具資材汚染減弱傾向を示しcounting,inthesea-water.）

幸三圧虫三目
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｢薬液洗」と同程度に１/3位迄汚染度を低下せしめる．屋外放置(実施中雨一回,雪一回）でも自

然減衰よりずつと早く（半ケ月に凡そ６０％)減弱して:行くが,室内外放置を除くすべての他の場

合の減弱低下は最初の処理で最も急で，処理の日数叉は回数が重なるにつれて緩やかとなる．

汚染強弱の差と減弱状況との関係：強弱２級の組合せを色女な処理法の違った資材につい

て例示したのが第４図である．このうち綿（５匁，タール染め）のロープは古細で多少ケバ立

っていたせいかよく汚染されているが
Ｆｉｇ．４．Ｄｅｃｒｅａｓｉｎｇｏｆｃｏｕｎｔｓｏｆｔｈｅｖａｒｉｏｕｓ

materials,contaminatedindifferent傾向を把握するのには支障ないと思わ
strengthsofactivity・ れる．即ち室内静置は自然減衰曲線に
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乗るのを当然とするけれども，屋外放

置を含め汚染除去の敏果を受けるよう

な処理の場合には最初の汚染度の高い

もの程よく減弱するようである．計数

の絶対値で見れば特にその傾向を強く

感ずるけれども減弱率から見ればそれ

程の大きな差はなくせいぜい’０％内

外の差である．例えば海水一回洗の場

合，強汚染では三回処理後３４％程度

となるのに弱汚染では約４５％に低下

FFeb.、２３rｄ

事（自然減衰）からも判るように半ケ

月当り約１０％の減弱度を示すが，そ

の他の処置でははるかに減弱が急であ

る．特に稀薄硫酸溶液（３％）で洗膝

するのは効果が大で，たった一回の処

理に1/3迄減弱する．海水洗では,｢連

続」（毎日１０分間づつ洗樵）処理が

「一回洗」（測定前日一回洗糠）より

も精々汚染低下を早める．勿論連日海

中に浸漬して置く方（「海中放置」）

がこの「連続洗」よりも筒一層有敷で

あって，５日間の「海中放置」で殆ど

屋外放置(実施中雨一回,雪一回）でも自

Ｆｉｇ．３．Decreasingofcountsbyseveral

treatingmethods．

(aboutthemanilla-twinenet；３寸mesh）

OLayingstillyintheroom
1LWashinRonccbeforccounting(intheweakacid）

＊練習船敬天丸に於て，この試験に全面的な協力を』惜しまれなかった，源河船長以下関係乗組員並に専攻

科学生の各位に対し，心からの謝意を表する次第である．
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し両者の差は１１％である．

操業中の海中浸漬結果：これは敬天丸の操業（Ｎ:0｡～13.,Ｅ:９５｡～113｡，その間の水温変化

27.3～30.1°Ｃ）の細廻り叉は流し中に船尾より海中へ吊下したもので*，漁獲物や乗組員に汚染

の害を与えないため弱汚染の資材のみを使用した．放射能測定は陸上（本学内）で行ったので

航海の往復日数だけは自然減衰に委せた訳である．即ち，第５図に於ける時間０点での計数は

汚染試片作成より約３ケ月後に得られたものであって汚染直后と比べ略有半減している値であ

る．図で見る通り，１回の浸漬で殆ど６０％以下に減ずるらしく２回で３０～35％，３回浸漬後

０
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d-。。〔Leavingoutdoors〕C･雌｡。『ope(5匁,c､t､，
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の方法で之を処理して汚染防除の方途Totalhoursofsoaking

確立をはかるため之等を比較検討したのであるが，その結果大体次のような事が判った．

１）Ｆ,Ｐ・で汚染された漁具の放射能は之を自然のま』､放置しても毎月当り２０％程度づっ減

弱して行く．

２）汚染されることの難易としては，汚染され難い陶器・金属・木材からはじまって予想外に

汚染度の低いセキヤマ，予想通りに「素」のもの程汚染されない「コールタール染め」の

ロープと言った順で次第に染まり易くなり，麻の「素」に至って最も汚染され易い材質と認

められた．ロープよりも結節の多い網類は形の上からも汚染され易いと思われたが，測定結

果も将にその通りであった．

３）薬品（稀薄硫酸溶液）で洗潅すれば放射能は激減するが，このようなものの無い場合でも

海水で洗樵すれば汚染の低下を期し得られる．強く汚染されていればいる程よく洗篠が利き

第一回の処理で殆ど半減する．勿論海水による洗漉の回数や時間数が多くなればなる程汚染
度は減弱されて行く．

４）しかし，１０c・ｐ．ｍ．以下ともなればなかなか減弱し難くなり，敬天丸の船尾から海中に浸

漬した結果でも判る通り，５０時間に及ぶ処理でも５～８c・ｐ．ｍ．位は残留する．

これから考察すると汚染防除の対策として次の諸点が挙げられてもよいであろう。

ａ）降雨海水などよりする放射能汚染は結節などの多い繊維製品特に麻網などによく生ずる

から気をつけねばならない。

ｂ）一旦汚染された漁具は出来るだけ早く，回数や時間数を多くかけて海水で洗樵した方が
よい．

ｃ）しかしやたらに時間や手数をかけて放射能を完全に除去しようとしてもうまく行かず，
どうしても数counts程度は残留すると思われるから洗樵はある程度にとどめ，以後は注

意しつつ再び使用して行くのが実際的であろう．

には２０～24％程度が示されている．

１０counts以下になれば浸漬の回数

を増しても殆んど減弱しないように見

える．これから考えると一旦汚染さ

れたものはどんなによく洗っても数

counts残留するものではないかと思

われる．これ以上汚染を除去するのは

頗る困難であるし，人体にもこの程度

は無害と思われもするので，汚染防除

対策にはこの程度の許容下限を認めて

漁具などを僅かの汚染で死蔵すること

の無いように配慮するのが実用上妥当

な線ではないかと信ぜられる．

Ｆｉｇ．５．Ｒｅｓｕｌｔｓｏｆｓｏａｋｉｎｇｉｎｔｏｔｈｅｓｅａｉｎｔｈe

operationoflong-1ine且shing．
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以上の試験に於ては，試片調製の際汚染が均一に行われなかったせいか１シリーズの計測結

果のうちでも前后矛盾するような値の得られた事があった．しかし，大観する所汚染漁具の防

除を如何にすべきやという事に関する対策を本実験によって量的にも質的にも一応把握し得た

ものと信ずる．

放射能計測に当って尽力して頂いた本学水産工学教室中山博君及び第五期卒業生佐々木・山

口両君に対して深甚の謝意を呈する．

本研究は文部省綜合研究費の補助を受けて「放射性物質と水産物に関する研究」の一環とし

てなされたものである．

ＲｅｓＵｍｅ
Ｆ

Firstly，inourinvestigation，severalkindsofmaterialsoffishinggearswere

contaminatedartilicially･Ｎｅｘｔ，ｍａｎｙｔｅｓｔｉｎｇｐｉｅｃｅｓｈａｄｂｅｅｎｃｕｔｏｆｆｆｒｏｍｔｈｅｓｅ

ｍａｔｅｒｉａｌｓａｎｄｔｈｅｎｔｈｅｙｗerecountedatproperperiodsafterbeingsetunderthe

variousconditions；ｆｏｒexamples，leavingout-doors，ｓｏaｋｉｎｇｉｎｔｈｅｓｅａ，ｗａｓｈｉｎｇ

ｗｉｔｈｔｈｅｓｅａｗａｔｅｒ，ａｎｄｓｏｏｎ・

Theresultsobtainedthroughtheseｔｅｓｔｓａｒｅａｓｆｏｌｌｏｗｓ：

ａ）ＩnthesematerialscontaminatedbyF.Ｐ､，therateofnaturaldecayingofthe

radioactivityisabout2０％permonth．

ｂ）Inthesematerialsofiishinggears，‘‘net，’iscontaminatedmoreeasilyｔｈａｎ

‘‘rope，，，ａｎｄ‘‘no-dyeing.，ｒｏｐｅｔｈａｎ‘‘coal-tardyeing'，rope・Especially，‘‘Manilla

twine，，ropeornetiscontaminatedmosteasily，Unexpectedly，ｉｔｉｓｓｅｅｍｅｄ

ｔｈａｔｗｏｏｄｅｎｐｌａｔｅｓａｎｄｓekiyama（ａｋｉｎｄｏｆｌｉｎｅ,twinedwithcottenthread）

arehardlycontaminated．

ｃ）Ｉｎａｎｙｃａｓｅ，theradioactivitiesofcontaminatedmaterialsaredecreaseby

‘‘ｗａｓｈin９．，．And，ｉｎｔｈｅｃａｓｅｏｆｗａｓｈｉｎｇｍａｔｅｒｉａｌｓｃｏｎtaminatedstrongly，the

declinationby‘‘ｗａｓｈing.’ｉｓｖｅｒｙｒｅｍａｒｋａｂｌｅ；ｆｏｒexample，ｔｈｅｖａｌｕｅｏｆｉｔｓ

ｒａｔｅｉｓａｂｏｕｔ５０％byoncewashinginthesea-water．

ｄ）Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，weakradioactivitydecreasesgraduallythroughmany

timesofwashing，ｂｕｔｉｔｉｓｓｅｅｍｅｄｔｈａｔｔｈｅｄｅｃｌｉｎａｔｉｏｎｓｔｏｐｓａｓａｂｏｕｔ６～8c･ｐ．ｍ．

Astheconclusionontheseresults，ｉｔｍａｙｂｅｓａｉｄｔｈａｔｏｎｃｅｔｈｅｆｉｓｈｉｎｇｇears

shouldbecontaminated，ｔｈｅｎｔｈｅｙｓｈｏｕｌｄｈａｖｅｔｏｂｅｗａｓｈｅｄｗｉthfreshsea-water

immediately，ａｎｄｔｈａｔｉｔｉｓｂｅｔｔｅｒｔｏｕｓｅｔｈｅｍｃａｒｅfullyatlowcount（6～8c･p.m.）

ｂｅｃａｕｓｅｉｔｍａｙｂｅｆｕｔｉｌｅｅｆｆｏｒｔｓｔｏｗａｓｈｔｈｅｍａｔｔｏｏｍａｎｙｔｉｍｅｓｏｒｆｏｒｔｏｏｍaｎｙ

ｈｏｕｒｓ
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